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第44回日本創傷治癒学会のご案内

この度、第 44 回日本創傷治癒学会を 2014 年 12 月2日～ 3日に仙台

で開催させていただくことになりました。

思い返してみますと、1991 年に名古屋で行われた第 21 回創傷治癒研

究会でケロイド（肥厚性瘢痕）の脂質成分の分析を発表したのが、この

学会とのかかわりの嚆矢です。以来、この学会に研究成果を発表する事

が毎年の目標と なった、思い入れの強い学会です。創傷治癒研究に関

してまったくの素人であった私にとって、創傷治癒の基礎や実験手技を

学べたこの学会に感謝しています。知識だけでは無く、人とのつながりも

大きな財産となりました。学会場では、外科研修時代にお世話になった

阿部令彦先生にもお目にかかって激励のお言葉をいただくと同時に、

慶応の外科の先生方にご紹介いただきました。また、本学会を通じて、

米国 Wound Healing Society の存在を知り、annual meeting にも参加する

ようになりました。特に 1996 年に Bostonで開かれた合同学会のおりに

は、Elof Eriksson 先生の研究室を同僚や研究仲間と訪れ、カンファレ

ンスを持つ機会があり、非常に刺激的な思い出として残っています。

さて、私が医師としてスタートをきった 1983 年はハイドロコロイドの発

売時期とほぼ重なります。当初は、 【閉鎖療法は本当に大丈夫か？】と

いう、今では考えられない素朴な疑問を覚えたものです。それからの 30

年間、創傷治療の変革を肌で感じておりました。その間、疾病や社会情

勢の急激な変化にともなって、分野や職種を超えた横断的治療の必要

性が増加しました。それに呼応するように本学会も、再生医療分野の研

究者、看護師、理学療法士、作業療法士、栄養士、薬剤師、臨床工学士

など分野や職種を超えた学会員の構造になってまいりました。慢性創傷を

扱う学会は増えていますが、様々な角度から創傷治癒そのものに関する

ディスカッションができる場は少なく、そこに本学会の存在理由があると

思います。

本会のテーマは「ライフサイエンスとしての創傷治癒研究の進展」とい

たしました。創傷は正確な診断のもとに治療方針を選択すべきですが、

患者への全人的アプローチが重要です。 今後は多職種の連携の中で、

社会的弱者になりがちな、慢性創傷を持つ患者の QOL 回復のために努

力する責務が私たちにはあると考え、このようなテーマを掲げました。

特別講演として国際高等研究教育機構研究院 ・ 学際科学フロンティア

研究所所長の佐藤正明先生と、東北大学大学院医学系研究科環境保健

医学分野の赤池孝章先生にお願いしております。　佐藤正明先生には
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メカノバイオロジーや学際的研究の開拓に関して、

赤池孝章先生には活性酸素や NO による炎症、

酸化ストレス、細胞死 ・ 細胞増殖などのシグナル

制御に関する研究についてご講演いただきます。

本学会では、他分野の基礎・臨床にわたるテーマ

をじっくり聞くことができるというのが、私自身の以

前からの楽しみでありました。したがいまして、メイン

会場は 1つといたしました。また、なるべく討論時間

を長くと れるよう、一部ポスター演題も採用する予

定です。 優秀ポスター賞を設けますので、こちらの

コンペティションにもご参加いただけますようお願

いします。

12 月初旬の仙台は、年によっては初雪が舞うこと

もありますが、まだ凍える寒さではないと思います。

週の半ばから始まる学会ですが、晩秋の仙台も楽

しんでいただきたいと存じます。実りある学会となり

ますよう、教室員一同、心を込めて準備して参ります。

多くの方のご参加を心からお待ち申し上げており

ます。
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第44回日本創傷治癒学会
ライフサイエンスとしての創傷治癒研究の進展

■演題募集期間： 2014年 7月 16日（水）～ 8月 20日（水）正午迄
 URL  http://jswh44.umin.jp/

※演題募集と同期間にて、研究奨励賞の募集も行います。
　詳しくは http://www.jswh.com/syourei/syourei.htmlをご覧ください。

■会　期 ： 2014年 12月 2日（火）・3日（水）
■会　場 ： ホテルメトロポリタン仙台
　　　    〒980-8477 仙台市青葉区中央 1-1-1
■会　長 ： 館  正弘（東北大学大学院医学系研究科 形成外科 教授） 
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